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1　は　じ　め　に

近年．産業用無人へリコブタ（以下，ラジコンヘリとい

う）は農業分野の散布作業に利用されるようになってきて

いる。ラジコンヘリは作業時間が大幅に短縮されるので．

ラジコンヘリについて．播種を含めた直播作業体系への応

用を試みたので報告する。

2　試　験　方　法

（1）試験年次：1995及び1996年

（2）供試圃場：宮城県農業センター水田圃場で1995年は

10a（14×82m），1996年は復元初年目20a（25×86m）で

ある。

（3）供試機種：供試したラジコンヘリの性能は表1に示

すとおりである。

表1　供試ラジコンヘリの性能

使用機種　横載容量散粒装置噴需装置飛行高度飛行速度雨樋布間隔
17旧HA－R弧10‘．10kg RCIK2　LO9F2～3m15－2胞／h　5m

注．操縦オペレーターは仙台スカイテック株式会社の協
力を得た。

（4）ラジコンへり作業体系

ラジコンヘリの散布方向は長辺に沿って行った。

1）肥料散布：両年とも代かき後播種当日に落水し，

窒素成分で，2．4kg／10aを播種前に塩化燐安284号で20kg

／10a散布した。なお，1995年は窒素成分で4kg／10aを

LPlOOで代かき前に地上散布し全層施肥した。1996年は

復元田初年目の開場を供試したので，滅肥する必要があり

前年のような地上散布は行わなかった。したがって窒素総

施用量は1995年が6．4kg／10a，1996年は2．4kg／10aであっ

た。

2）種籾散布：品種は早生のヤマウタを使用した。代

かき後播種当日に落水し．乾籾で8kg／10a与力ルパー2

倍量粉表して，1995年は5月19日，1996年は5月20日に各々

播種した。播種後は浅水管理を行った。

3）薬剤散布：1995年はシハロホッププチル・ベンタ

ゾン液剤（10倍液）を播種後25日目に10ゼ／10aを散布し，

播種後40日目にベンチオカープ・ペンスルフロンメチル・

メフェナセット拉剤といもち病防除剤のプロベナゾール粒

剤を1対3の割合で混合して，4kg／10a散布した。

1996年はビラゾレート校則を播種直後に3kg／10a散布

し，播種後25日目にシハロホッププチル・ベンタゾン液剤

（5倍液）を5ゼ／10a散布した。いもち病防除剤につい

てはプロベナゾール粒剤を3kg／10a散布した。

（5）調査項目

1995年は各作業時間を調整時間等を含めて測定し，1996年

は各作業時間を行程別に測定し，除草効果は1995年に調査

し．生育収量は両年とも調査した。

3　試験結果及び考察

ラジコンヘリの各種散布に要する総時間は，10a当たり

30～36分であった。各々の資材の散布時の特徴点は次のと

おりである（表2，3）。

表2　ラジコンヘリによる直播及び資材散布作業時間
（1995．10a囲）

10a当たり

資　　　　　材　　　　施帽　作業
総時間

基肥　粒状化成肥料
種籾　カルパー粉衣籾
液剤　シハロホッププチル・ベンタゾン液剤

粒剤　ペンチオカープ・ベンネルフロンメチル・

メ7ェナセット＋プロベナゾール混合剤
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作業時間計　　　　　　　　　　　　　　　30分

鼠　作業時間は最初の積載開始から最終の着陸まで。

表3　ラジコンヘリによる直播及び資材散布作業時間
（1996．20a圃）

10a当たり
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拉剤プロペナゾール拉剤
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作業時間計　　　　　　　　36分

注．作業時間は最初の積載開始から最終の着陸まで，途
中の機材調整時間を含む。
数値は20a区画で実施した値から換算した。
播種日天候（1996年5月20日午前9－11時）暗，東
の風2～3m。

液剤散布日天候（1996年6月10日午前10－11時）晴，
南東の風2－3m。
種籾は乾籾当たり8kg／10a，カルパー16を乾籾垂
の2倍量粉衣。
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肥料の散布作業時問は8～10分／10aであり，飛行時間

は総時間の40％程度であり，散布準備のための積載時間と

調整時間を合計した時間の割合の方が60％程度と種籾や液

剤散布より多かった。また，本試験における窒素施用鼻は

成分で2．4kg／10aと少なく，通常垣をラジコンヘリで施

用する場合は，この倍星程度必要であり作業能率がこれ以

上低下するわけであり．さらにlha規模の圃場ではラジ

コンヘリによる基肥散布作業は困難であると考えられる。

種籾の散布作業時間は両年とも12分／10aであり，播種

深度が0．5－0．6cmで比較的浅かった。

薬剤散布作業時間については，1995年は．シハロホップ

プチル・ベンタゾン液剤が8分／10a，ベンチオカープ・

ペンスルフロンメチル・メフェナセット拉剤と70ロベナゾー

ル拉剤の混用剤が2分／10aであった。1996年はビラゾレー

ト粒剤，シハロホッププチル・ベンタゾン液剤及びプロベ

ナゾール粒剤は各々3．5分／10a，7分／10a，3，5分／10a

であった。両年とも10a当たり10－14分程度と短時間で終

了し，従来の地上散布の場合の20％程度であった。

1995年の除草剤処理前の雑草の発生状況は播種後25日に

おけるノビ工の発生星が著しく多かったが，シハロホップ

プチル・ベンタゾン液剤の除草効果が極めて高く，水稲へ

の影響も認められなかった（図1）。なお，散布時に薬剤

の周囲への飛散がみられ，オオバコ，クローバー等が優先

する畦畔雑草の生育が一時抑制された。両年とも気象条件

は比較的良かったため，いもち病の発生はみられなかった。

生育については，苗立ちが良好であり，苗立数は目標数

の100本／ポより倍虫程度苗立ちした。苗立ちが良好であっ

たのは播種期が気温の比較的高くなる5月下旬であったこ

とと播種深度が浅かったためであると考えられる。出穂期

は1995年は8月16日，1996年は8月12日であった。倒伏程

度については1995年は300であり倒伏が目立ったが，1996年

は中干しを強く行ったためなびき倒伏程度であった。1995年

の倒伏程度が高かったのは．施肥量が多すぎたものと考え

られる。病害虫の被害は特に発生しなかった。玄米収員は

両年とも50kg／a程度であった。（表4）。

本試験のラジコンヘリによる散布作業は閲場面積が最大

で20aであり1ha規模の大区画開場になれば，薬剤等は

ラジコンヘリの性能限界まで積載でき，旋回等も少なくな

り．単位面積当たり散布時間がさらに短縮できるものと思

われる。種籾散布については，この試験のように良好な苗

立ち条件下では種籾散布量を減少でき，散布時間について

もかなり短縮できるものと思われる。重量物である肥料等

の基肥散布は飛行回数が多くなる等，作業時間が多くなり，

重員資材を扱う場合は地上散布を組合わせる体系も必要に

なるものと考えられる。直播用除草剤としてラジコンへり

散布の農薬登録がないので，早急な登録が待たれる。
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図1　ラジコンヘリによるクリンチャーバス

ME液剤の除草効果（1995，10a闘）
注．短辺方向の雑草虫

表4　ラジコンヘリによる直捕栽培における生育及び
収星

年　種　籾播種深苗立数出穂期　全垂　精玄米垂　倒伏
カルバー（cIl）（本／d）（月日）他／a）（k／a）程度

1995　2関税衣　0．6　180　8／16　133　52．0　300

1996　2倍量粉衣　0．5　　280　8／12　150　51．9　105

注．倒伏程度：無＝0，微＝1，少＝2，中＝3，多
4×面積％　全倒伏＝400とした。

4　ま　　と　　め

ラジコンヘリによる直播栽培作業体系は，十分可能であ

ると考えられた。しかし資材の重量と圃場区画面積を配慮

し地上散布作業と組合わせた休系化が必要であると考えら

れる。なお，薬剤の散布については，ラジコンへり散布用

として未登録の薬剤もあり，今後の農薬登録が待たれる。

一24－


